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出
会
い
頭
，
昼
間

＃
日

本
の

事
故

実
態

：
車

両
速

度
_

出
会

い
頭

H
2
1
年

度
交

通
事

故
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
(国

内
)

•出
会

い
頭

(昼
)事

故
の

発
生

は
、
1
0
k
m

/h
～

5
0
k
m

/h
が

主


試

験
車

速
(横

断
シ

ナ
リ
オ

)：
1
0
～

6
0
k
m

/h
（

E
u
ro

と
同

様
）

令
和

元
年

度
第

3
回

予
防

安
全

技
術

検
討

W
G

資
料

（
抜

粋
）
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※
 調

査
結

果
：

遮
蔽

時
の

自
転

車
速

度

T
N

O
 2

0
1
6
 R

1
0
9
2
1
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C
A
T
S
 D

e
li
v
e
ra

b
le

 6
.1

 C
A
T
S
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in
a
l 
p
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je
c
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m

m
a
ry

 r
e
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o
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C
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T
S
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e
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v
e
ra

b
le
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.3

 C
A
T
S
 O

b
se

rv
a
ti
o
n
 s

tu
d
ie

s

見
通

し
の

悪
い

交
差

点
(遮

蔽
有

条
件

)で
の

自
転

車
挙

動
・
速

度
変

化
を

確
認

(n
=

2
2
1
件

)

測
定

地
点

: 
S
o
n
 e

n
B
re

u
g
e
l

測
定

地
点

: 
E
in

d
h
o
v
e
n

•見
通

し
の

悪
い

交
差

点
通

行
時

8
割

: 
漕

ぎ
動

作
を

停
止

5
割

: 
漕

ぎ
動

作
停

止
＋

走
行

継
続

•速
度

は
5
~

6
 k

m
/h

落
ち

る


遮

蔽
時

タ
ー

ゲ
ッ
ト

速
度

：
1
0
k
m

/h

漕
ぎ

動
作

漕
ぎ

動
作

停
止

時
走

行
継

続
走

行
停

止
継

続
の

速
度

低
減

量
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n
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n
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g
e
l

2
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1
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4
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約
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d
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o
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e
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合
計

1
1
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2
2
1

測
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合
計

漕
ぎ

動
作

停
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撮
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地
点

撮
影

地
点
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数
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H
2
1
年

度
交

通
事

故
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
(国

内
)

四
輪

v
s
 自

転
車

(昼
)、

死
亡

事
故

率
(死

亡
事

故
数

/
死

傷
事

故
数

)

•
死

亡
率

で
は

、
追

突
が

著
し

く
高

い

•
技

術
面

で
は

、
追

突
で

あ
れ

ば
現

行
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

程
度

対
応

が
可

能
(広

画
角

が
不

要
)

＃
日

本
の

事
故

実
態

：
死

亡
事

故
率

•一
定

性
能

の
A
E
B
S

(追
突

対
応

レ
ベ

ル
)
で

も
、
可

能
な

限
り
早

い
時

期
に

搭
載

、
普

及


追

突
試

験
：

最
初

か
ら

実
施
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四

輪
車

対
自

転
車

（
昼

間
）

，
追

突
，

乗
用

車
直

進

＃
日

本
の

事
故

実
態

：
車

両
速

度
_

追
突

H
2
1
年

度
交

通
事

故
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
(国

内
)

•追
突

(昼
)事

故
の

発
生

は
、
4
0
k
m

/h
～

5
0
k
m

/h
が

主


試

験
車

速
(追

突
シ

ナ
リ
オ

)：
4
0
～

5
0
k
m

/h



＃
日

本
の

事
故

実
態

：
遮

蔽
状

況

ミ
ク

ロ
調

査
結

果
：

4
6
地

点
(昼

間
の

事
故

発
生

地
点

)

①
現

地
調

査
か

ら
、
衝

突
の

何
秒

前
に

➂
出

会
い

頭
の

事
故

件
数

を
分

類

自
転

車
を

視
認

/検
知

可
能

で
あ

っ
た

か
算

出

②
実

車
試

験
か

ら
、
遮

蔽
時

間
の

影
響

を
確

認

④
遮

蔽
無

し
/有

り
の

点
数

比
率

を
算

出
(危

険
認

知
速

度
毎

)

3
秒

以
上

で
は

結
果

が
同

じ
、
遮

蔽
の

影
響

が
見

ら
れ

な
い

危
険

認
知

速
度

毎
の

事
故

デ
ー

タ
は

無
い

た
め

、
便

宜
上

⇨
3
秒

以
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遮

蔽
無

し
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す

る
遮

蔽
無

し
：

遮
蔽

有
り
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能
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転

車
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ゲ
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走
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追
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※
A

E
B

S
性

能
確

認
：

遮
蔽

物

遮
蔽

板
(素

材
:塩

ビ
板

+
ア

ル
ミ
フ

レ
ー

ム
)と

車
両

で
、
A
E
B
S
性

能
を

比
較

•遮
蔽

板
/車

両
で

の
A
E
B
S
性

能
の

違
い

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。


遮

蔽
車

両
又

は
遮

蔽
壁

（
E
u
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と
同

様
）

遮
蔽

板
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※
 A

E
B

S
性

能
確

認
：

横
断

方
向

違
い

に
よ

る
性

能
差

自
転

車
走

行
方

向
を

変
え

て
A
E
B
S
性

能
を

確
認

•警
報

・
制

動
タ

イ
ミ
ン

グ
に

若
干

の
違

い
が

あ
る

も
の

の
、
そ

の
差

は
最

大
0
.2

秒
程

度

•共
に

車
速

3
0
~

6
0
k
m

/h
ま

で
衝

突
回

避
が

可
能

•横
断

方
向

違
い

に
よ

る
大

き
な

性
能

差
は

無
い

•事
故

実
態

は
、
右

か
ら

: 
約

5
割

、
左

か
ら

: 
約

4
割


横

断
シ

ナ
リ
オ

：
F
a
rs

id
e

(右
か

ら
)

H
2
1
年

度
交

通
事

故
マ

ク
ロ

デ
ー

タ
(国

内
)

四
輪

対
自

転
車

の
出

合
頭

事
故

現
行

社
会

損
失

額
ベ

ー
ス




